
第８回 那賀川総合土砂管理技術検討会

【那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組連携方針の変更について】

令和７年３月１１日

那賀川総合土砂管理検討協議会
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土砂生産・流出量の変化への対応・河川環境変化への対応等 河道管理・川口ダム通過土砂の管理・長安口ダムの長期的堆砂対策等

モニタリング
の実施

順応的
管理

戦略
的管理

土砂管理上の課題の把握
・土砂動態に応じた課題の発生状況の把握

管理基準に基づくモニタリング
・土砂移動による問題発生の有無の確認
・順応的な対策による効果の確認

戦略的な対策の効果のモニタリング
・戦略的な対策実施による効果の確認
・想定外の現象による問題の有無の確認

管理基準の設定（治水面・防災面、利用面）
・管理基準を用いた順応的管理に移行
河川環境改善方策の検討（環境面）
・河川環境改善方策を河道の状態を確認しつ
つ試行していく順応的管理に移行

順応的な対策の実施
・確認された影響に対する問題解消およ
び河川環境改善のための対策の実施

PDCAサイクル

戦略的な対策の実施
・計画的な土砂供給や、
対策施設等の整備により、
土砂移動をコントロール
し、影響を未然に防止順応的な土砂管理の継続

PDCAサイクル

土砂移動による影響で起こり得る現象の想定 土砂移動による影響の定量的な予測 予測の高度化（高次元化等）

目標とする姿(状態)の設定（環境面）
・順応的管理を行いつつ河川環境面の
目標とすべき状態を明らかにする。

令和6年度時点の段階

土砂移動による影響の
予測・想定に基づく計画
・ 土砂移動による影響の

定量的な予測・想定に基
づき対策を計画

令和6年度～令和10年度の出水時データをもと
に土砂移動予測モデルの精度向上を図った上で、
管理基準および河川環境改善方策について検討

土砂生産域における対策の検討

土砂生産域からの土砂
移動をコントロールす
る対策
(流域全体の負担軽減)

総合土砂管理計画策定

土砂動態変化による影響の予測に技術的課題を有する中で、総合土砂管理を進めて土砂動態の変化に適切に対応していくため、那賀川では以下に示すような「順応

的管理」と「戦略的管理」の概念を導入し、段階的に高度化を図りつつ土砂管理を進めていくものとしている。

順応的管理：土砂移動による影響で起こり得る現象を予測し、管理基準を定めてモニタリングにより確認しつつ、確認された影響に対して問題解消の

ための対策を実施していく管理方法

戦略的管理：土砂移動による影響の定量的な予測を行った上で、計画的な土砂供給、土砂の排除、対策施設等の整備により、影響を未然に防ぐ管理方法

平成30年3月「那賀川における総合土砂管理計画に向けた取り組み 中間とりまとめ」
現状と課題の整理：各領域の土砂動態の現状と土砂管理上の課題の整理
モニタリング実施内容のとりまとめ：各領域の土砂動態の把握状況や土砂動態変化と課題発生の状況等を踏まえた当面（５年程度の期間）のモニタリング実施内容

１．那賀川における総合土砂管理計画検討の進め方
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•「モニタリング実施計画」に基づくH29～R6のモニタリングを実施
•モニタリングで得られたデータを利用し、総合土砂管理計画策定に向けた検討（土砂生産域からの流入土砂量
予測、川口ダム通過土砂量予測）を実施中

那賀川総合土砂管理検討協議会（R7.3 持ち回り決裁）
関係機関が連携して、土砂動態の把握に向けたモニタリングや総合土砂管理計画策定に向けた検討等を継続的に

進めていくため、「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」を更新

R6.3 第４回 那賀川総合土砂管理検討協議会
土砂生産域における対策の目指すべき姿を追記・令和6年度～令和10年度のモニタリング計画を更新し、「那賀川に

おける総合土砂管理計画に向けた取り組み 中間とりまとめ【第２版】」を公表

H28.12 第１回 那賀川総合土砂管理技術検討会
H30. 1 第２回 那賀川総合土砂管理技術検討会
総合土砂管理の進め方、現状と課題の整理、
モニタリング実施内容について技術的助言

H31.2 第３回 那賀川総合土砂管理技術検討会
R 2.2 第４回 那賀川総合土砂管理技術検討会
R 3.3 第５回 那賀川総合土砂管理技術検討会
R 4.3 第６回 那賀川総合土砂管理技術検討会
モニタリング結果の報告
総合土砂管理計画策定に向けた検討について
技術的助言

R 6.2 第７回 那賀川総合土砂管理技術検討会
土砂生産域における取り組みの方向性および
モニタリング計画の更新について技術的助言

那賀川では、平成28年2月に関係機関で構成する「那賀川総合土砂管理検討協議会」を設置するとともに、「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方

針」(以下、「連携方針」)を策定し、技術的見地から助言を行う学識者・専門家で構成する「那賀川総合土砂管理技術検討会」を平成28年12月に設置した。

平成30年3月に総合土砂管理計画のうちモニタリング計画を策定し、「現状と課題」および「モニタリング実施内容」をとりまとめた、「那賀川における総合土砂管理計画

に向けた取り組み 中間とりまとめ」 (以下、「中間とりまとめ」)を公表した。

令和6年3月には、「中間とりまとめ」に土砂生産域における対策の目指すべき姿を追記するとともに、令和6年度～令和10年度のモニタリング計画を更新して総合土砂

管理計画立案に向けた検討を進めている。

関係機関が連携して、土砂動態の把握に向けたモニタリングや総合土砂管理計画策定に向けた検討等を継続的に進めていくため、現行で令和7年3月までとなってい

る「連携方針」の実施期間を更新する。

平成26年台風第11号出水（戦後最大）平成27年台風第11号出水（戦後第３位）
総合土砂管理計画を策定して、流砂系・漂砂系全体で対策に取り組む必要性を再認識する一つの契機となる

H28.2 第１回 那賀川総合土砂管理検討協議会
那賀川総合土砂管理検討協議会を設立・「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」の策定

•那賀川流砂系・漂砂系における「現状と課題」のとりまとめ
•「現状と課題」の整理過程において、直轄管理区間以外における測量データ等が不足していたため、これらを
把握するための「モニタリング実施内容」を立案

H28.8  第２回 那賀川総合土砂管理検討協議会
技術的見地からの助言が必要であるため「技術検討会」の設置を決定

•「モニタリング実施計画」に基づくH29～R4のモニタリングを実施
•モニタリングで得られたデータを利用し、土砂管理に係る管理基準、目標設定、土砂管理対策等の総合土砂管
理計画策定に向けた検討を実施中

H30.3 第３回 那賀川総合土砂管理検討協議会
 総合土砂管理計画のうち、モニタリング計画を先行して策定し、「現状と課題」および「モニタリング実施

計画」をとりまとめた、「那賀川における総合土砂管理計画に向けた取り組み 中間とりまとめ」を公表

• 関係機関が連携して土砂の流れの改善に取り組み、土砂動態
の把握に向けた調査・研究、モニタリングを継続的に実施し情報
共有、総合土砂管理計画の策定に向けた取組において連携を
図ることを定める。

• 実施期間を令和7年3月までに設定

• 連携方針の実施期間を令和17年3月までに更新

２．那賀川の総合土砂管理に向けた取り組みの経緯

R 7.3 第８回 那賀川総合土砂管理技術検討会
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「連携方針」について、令和6年度までの総合土砂管理に関する取り組みや検討結果等を踏まえた追記を行うとともに、実施期間を今後10年間の期間に更新する。

項目 変更内容等

1. はじめに • 平成28年2月「連携方針」に合意後の経緯について追記

3. 総合的な土砂管理の取組 連携方針
• 第6回那賀川総合土砂管理技術検討会(令和4年3月)における委員からの意

見により、環境について追記

5. 土砂動態の実態把握及び検証データの取得のためのモニタリング
• モニタリングについて「中間とりまとめ」に示した内容に基づき実施することを

明記

7. その他
• 実施期間について、今後10年間の期間に更新 （令和7年3月まで → 令和17

年3月まで）

「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」の主な変更点

※ 上記の他に、日付、数値、組織名称等についての時点更新、表記の微修正等を行う。

３．「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」 変更内容等
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平成28年2月（現行） 令和7年3月修正案

備考ページ番号： － ページ番号： －

表紙 表紙

日付の更新。

３．「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」 変更内容等
（表紙・目次）
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平成28年2月（現行） 令和7年3月修正案

備考ページ番号： － ページ番号： －

目次 目次

ページ番号の更新。

３．「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」 変更内容等
（表紙・目次）
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平成28年2月（現行） 令和7年3月修正案

備考ページ番号： 1 ページ番号： 1

1. はじめに 1. はじめに

平成28年2月「連携方
針」に合意後の経緯に
ついて追記。

３．「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」 変更内容等
（1章）
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平成28年2月（現行） 令和7年3月修正案

備考ページ番号： 1 ページ番号： 2

1. はじめに 1. はじめに

大西堰について撤去済
であるため図-1から削
除。

３．「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」 変更内容等
（1章）

再掲
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平成28年2月（現行） 令和7年3月修正案

備考ページ番号： 2 ページ番号： 3

2. 那賀川流砂系における土砂管理上の課題と対策の概要 2. 那賀川流砂系における土砂管理上の課題と対策の概要

台風の号数の表記に
ついて修正。

長安口ダムおよび小見
野々ダム堆砂量につい
て、令和5年度時点の
数値に更新。

３．「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」 変更内容等
（2章）
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平成28年2月（現行） 令和7年3月修正案

備考
ページ番号： 3 ページ番号： 4

3. 総合的な土砂管理の取組 連携方針、4. 流砂系で実施している事業内容、
5. 土砂動態の実態把握及び検証データの取得のためのモニタリング

3. 総合的な土砂管理の取組 連携方針、4. 流砂系で実施している事業内容、
5. 土砂動態の実態把握及び検証データの取得のためのモニタリング

第6回那賀川総合土砂
管理技術検討会(令和4
年3月)における委員か
らの意見により、環境
について追記。

川口ダム堆砂対策につ
いて追記

モニタリングについて
「中間とりまとめ」に示
した内容に基づき実施
することを明記。

３．「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」 変更内容等
（３章～５章）
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平成28年2月（現行） 令和7年3月修正案

備考ページ番号： 4 ページ番号： 5

6. 総合的な土砂管理計画の策定に向けた取組、 7. その他 6. 総合的な土砂管理計画の策定に向けた取組、 7. その他

今後10年間の期間に
更新。

日付けの更新 （改正日
は協議会会員の同意
が得られた（持ち回り決
裁が完了した）時点と
する）。

組織改変等に伴い、役
職名を修正。

３．「那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取組 連携方針」 変更内容等
（6章～7章）
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「連携方針」に基づき関係機関が連携して、モニタリングによる出水に伴う土砂移動等の総合土砂管理検討に必要なデータの取得を図り、土砂移動予測モデルの精度
向上および物理環境変化と河川環境変化の関係分析に必要なデータを取得して、総合土砂管理計画を策定する予定としている。

那賀川総合土砂管理計画策定後も、継続的な監視が必要な項目について調査頻度を見直してモニタリングを継続し、土砂動態変化に対応する。

領域・項目 R5

モニタリング

土砂生産域

ダム域

河道域

海岸域

河川環境

※ 各領域において現状で実施中の対策を継続し、実施可能な新たな対策を取り入れつつ総合土砂管理計画策定に向けた検討を進める。

R6 ～ R10

・土砂生産域における対策の検討

・各ダムにおける堆砂除去等の対策実施および対策の検討

・目標通過土砂量、 管理基準（案）、

土砂管理対策の検討

・土砂移動予測モデルの精度向上

・物理環境変化と河川環境変化の関係分析

・河川環境改善方策（案）の検討

気候変動を考慮した

条件設定

・出水の規模および頻度

・土砂供給量 の変化

・平均海面水位の上昇 等

那
賀
川
に
お
け
る
総
合
土
砂
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み

中
間
と
り
ま
と
め

更
新

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
と
り
ま
と
め

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
更
新

・ 総合土砂管理検討に必要な出水に

伴う土砂移動等の データの取得
データを取得次第

調査を完了

・ 継続的な監視が必要な項目

那
賀
川
総
合
土
砂
管
理
計
画

策
定

土砂動態の

変化への対応

調査頻度を見直して継続

土砂動態・目標通過土砂量に

関する検討
土砂管理対策・土砂管理目標の検討

那
賀
川
流
砂
系
に
お
け
る
総
合
的
な
土
砂
管
理
の
取
組

連
携
方
針

更
新

４．今後のスケジュール
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